
2022年度 第1回 鋼構造座屈小委員会議事録 

 

１．日時 2022年4月27日(水)17時30分～19時30分 
２．場所 web会議 

３．出席者 井戸田秀樹，五十嵐規矩夫，宇佐美徹，倉田真宏，木村祥裕，城戸將江， 

 田川浩，竹内徹，中澤祥二，松井良太，金尾伊織(記録) 

（敬称略） 

 

４．配付資料 

 22-01-01～03 SSRCとの連携（倉田） 
22-02-01～05 各章の査読回答案 

 
５．議事内容 

資料01-01～01-03 

・資料01-01～03の提供資料に基づき，SSRCとの連携の可能性について，倉田委員より説明があ

った。 
・学会出版物となる場合は，通常の査読手続きを踏む必要があるのでかなり時間がかかるが，出

版すべきであり，出版の方向で進めることで了承を得た。 
・諸問題の英訳ではなく，新しい企画として認可してもらう方がよい。 
・SSRC側から正式な書面を出してもらうように確認する。 
・内容について，SSRC側と打ち合わせ，その結果を委員会へ報告してもらうこととなった。 
 〇SSRC側の意向も参考に，内容をどのように絞って英訳を進めるかを検討する。  
 〇諸問題，座屈設計指針の内容から，英訳すべき内容を倉田委員へ連絡する。 
・WGに関しては，倉田委員の打合せの報告後に申請する。 
 

資料02-01～02-05 

・資料01-01～05の提供資料に基づき，各章の査読意見に対する対応方針を説明し，概ね査読意見

に従って修正することを確認した． 
・高田先生からの査読報告に記された全体共通の指摘について確認した。その内容に従って，各

章を修正する。詳細は，エクセルファイル（査読コメント入力フォーム 高田先生 0427）を参

照。 
・図のキャプションについて， 
フォント：図1.1（←ゴシック） ○○○○（←明朝，times） 
サイズ：9pt 

 

６．今後の予定 

・5月18日 査読回答（エクセルファイル）および修正原稿（pdfファイル）を下記フォルダにア

ップする。     

修正原稿・査読回答 - ファイル - 委員会用オンラインストレージ (aij.or.jp)     
・各章ごとに，高田先生からの指摘された統一内容について確認する。 

・各章ごとに，図キャプションのフォーマットを確認する。 

・査読回答書はエクセルファイルをアップし，幹事の方で取り纏める。  
・修正原稿は，pdfファイルをアップし，幹事が取りまとめる。 



７．次回委員会 

2022年10月21日（金）16：00～ オンライン 


